
近
世
大
坂
画
壇
の
特
質

近
年
、
様
々
な
場
所
で
、

大
阪
画
壇

の
重
要
性
を
説
い
て
き
た
（

）
が
、
今
一

歩
、
反
応
が
な
い
の
は
寂
し
い
限
り
だ
。

そ
も
そ
も
、
近
代
大
阪
に
画
壇
が
あ
っ
た
の
か
と
す
る
疑
問
の
声
も
あ
る
が
、

そ
れ
が
東
京
や
京
都
に
存
在
し
た
画
壇
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
な

か
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

東
京
芸
術
大
学
や
京
都
市
立
芸
術
大
学
の
官
立
系
美
術
学
校
の
存
在
と
、
そ
の

出
身
者
を
基
と
し
た
院
展
や
文
展
系
の
公
募
展
出
品
作
家
等
、
こ
れ
ら
学
閥
や
組

織
に
属
す
画
家
の
集
合
体
だ
け
を
画
壇
と
見
な
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
と
は
一

線
を
画
す
立
場
に
あ
っ
た
大
阪
の
作
家
に
入
り
込
む
余
地
は
無
さ
そ
う
だ
か
ら

だ
。画

壇
と
は

画
家
の
社
会

で
あ
る
と
広
辞
苑
に
記
さ
れ
る
よ
う
に
緩
や
か
な

画
家
の
集
ま
り
と
考
え
る
な
ら
、
大
阪
の
み
な
ら
ず
、
到
る
と
こ
ろ
に
画
壇
は
存

在
す
る
だ
ろ
う
。
重
要
な
の
は
、
そ
れ
ら
画
家
の
集
ま
り
が
、
歴
史
的
に
、
ま
た

地
域
社
会
の
文
化
芸
術
に
対
し
て
如
何
な
る
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
こ
と
で
は

な
い
か
。

も
と
よ
り
、
大
阪
に
画
家
の
社
会
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
東
京
・
京
都

の
型
に
は
ま
り
き
ら
な
い
大
阪
的
な
画
壇
が
近
世
近
代
を
通
じ
て
存
在
し
た
こ
と

を
疑
わ
な
い
。
つ
ま
り
、
書
画
に
対
す
る
認
識
が
江
戸
（
東
京
）
や
京
都
と
は
根

本
的
に
違
う
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

大
阪
に
お
け
る
書
画
の
特
質

菅
楯
彦
の
画
業
と
そ
の
社
会
的
背
景

明

尾

圭

造



古
く
は
元
禄
期
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
た
大
坂
で
町
人
文
化
が
華
ひ
ら
き
、
こ
れ
ら

経
済
的
発
展
を
基
と
し
た
都
市
文
人
の
世
界
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
の
代
表
が
堀
江

の
酒
造
家
に
し
て
博
物
学
者
、
画
家
と
し
て
も
非
凡
の
力
量
を
発
揮
し
た
木
村
蒹

葭
堂
（
一
七
三
六

一
八

二
）
で
あ
ろ
う
。
蒹
葭
堂
は
い
わ
ゆ
る
文
化
サ
ロ
ン
（

）

そ
の
も
の
で
あ
り
、
画
家
の
み
な
ら
ず
様
々
な
文
化
人
の
結
節
点
で
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
は
成
熟
し
た
都
市
民
に
よ
る
文
化
議
論
が
交
わ
さ
れ
こ
そ
す
れ
、
絵
画
に

関
し
て

ど
の
組
織
に
属
し
、
誰
の
弟
子
で
尺
五
（
一
尺
五
寸
巾
）
い
く
ら
か

と
い
っ
た
下
世
話
な
会
話
は
な
か
っ
た
ろ
う
。

従
来
、
中
国
に
お
け
る
士
大
夫
（
科
挙
出
身
の
高
級
官
僚
、
高
潔
の
人
）
が
理

想
の
姿
と
し
た
文
人
と
、
そ
れ
を
意
識
し
た
大
坂
の
知
識
人
に
と
っ
て
書
画
は
あ

く
ま
で
も
自
己
表
現
の
道
具
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
実
際
に
、
酒
造
家

蒹
葭
堂
に
続
く
画
人
と
し
て
岡
田
米
山
人
（
一
七
四
四

一
八
二

）
は
米
穀

商
、
そ
の
子
、
半
江
（
一
七
八
二

一
八
四
六
）
は
津
藩
士
、
浜
田
杏
堂
（
一
七

六
六

一
八
一
四
）
は
医
者
と
い
う
よ
う
に
生
業
に
就
き
な
が
ら
余
技
で
画
業
に

勤
し
ん
だ
人
達
が
如
何
に
多
か
っ
た
か
。
こ
こ
が
、
御
用
絵
師
と
し
て
の
狩
野
派

（
江
戸
画
壇
）
や
豪
商
を
は
じ
め
公
家
や
武
家
迄
も
顧
客
に
持
っ
た
円
山
四
条
派

（
京
都
画
壇
）
と
大
坂
の
画
家（
多
分
に
趣
味
的
な
）が
決
定
的
に
異
な
る
点
だ
ろ

う
。
自
ら
愉
し
む
趣
味
人
の
延
長
と
し
て
書
画
が
存
在
し
、
職
業
と
し
て
あ
る
い

は
義
務
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
い
こ
と
が
大
坂
の
書
画
に
対
す
る
認
識
で
あ
っ
た

と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
辺
り
の
事
情
に
つ
い
て
、
後
世
、
南
画
の
大
成
者
と
言
わ
れ
た
田
能
村
竹

田
（
一
七
七
七

一
八
三
五
）
が

山
中
人
饒
舌
（

）
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

今
日
、
画
に
二
派
あ
り
。
一
に
曰
く
狩
野
、
墨
あ
り
て
筆
な
し
。
一
に
曰

く
雪
舟
。
筆
あ
り
て
墨
な
し
。
蓋
し
流
弊
此
の
如
し
。
直
に
雪
舟
元
信
の

二
子
を
指
し
て
謂
ふ
に
非
ざ
る
な
り
。
土
佐
氏
の
如
き
、
別
に
是
一
派
。

又
漢
画
と
称
す
る
者
あ
り
。
亦
数
派
に
分
れ
、
曰
く
京
派
。
曰
く
摂
派
。

曰
く
江
戸
派
。
曰
く
長
崎
派
。
一
長
一
短
、
互
い
に
得
失
あ
り
。

ち
て

一
歩
を
左
す
れ
ば
、
乃
ち
大
沢
に
陥
る
。
学
ぶ
者
其
能
く
之
を
始
に
審
に

せ
よ
。

竹
田
に
よ
れ
ば
、
雪
舟
と
狩
野
元
信
を
始
祖
と
す
る
二
派
は
あ
る
も
の
の
彼
ら

以
降
、
人
物
が
出
ず
、
今
や
流
派
疲
弊
し
て
語
る
に
足
ら
ず
と
手
厳
し
い
。
一
方

で
土
佐
派
の
他
に
漢
画
が
あ
り
、
こ
こ
に
四
派
が
あ
る
と
説
く
。
則
ち
、
京
派

（

）
、

摂
派

（

）
、
江
戸
派
（

）
、
長
崎
派
（

）
な
る
も
の
だ
が
、
互
い
に
一
長
一
短
あ
り
良
い
点
も
あ

れ
ば
悪
い
点
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
絵
を
学
ぶ
者
は
そ
の
事
情
を
踏
ま
え
た
上
で
、

邪
道
に
陥
る
こ
と
な
く
精
進
す
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る
。
こ
こ
で
気
に
な
る
の
は

上
方
派
や
大
坂
派
で
は
な
く
、
竹
田
が
あ
え
て
摂
派
（
摂
津
国
派
）
と
し
た
こ
と

だ
。
も
と
よ
り
、
豊
後
岡
藩
の
藩
医
の
子
息
で
あ
っ
た
竹
田
が
京
大
坂
へ
遊
学
の

途
上
、
広
く
摂
津
国
の
観
点
か
ら
儒
者
や
画
家
と
交
わ
っ
て
き
た
こ
と
の
実
感
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

木
村
蒹
葭
堂
を
筆
頭
に
、
村
瀬
栲
亭
（
一
七
四
六

一
八
一
八
）、
中
島
棕
隠

（
一
七
七
九

一
八
五
六
）、
浦
上
玉
堂
（
一
七
四
五

一
八
二

）、
岡
田
米
山

人
、
上
田
秋
成
（
一
七
三
四

一
八

九
）
等
と
親
交
の
あ
っ
た
竹
田
は
儒
者
や

画
家
と
い
っ
た
狭
い
了
簡
で
の
付
合
い
で
は
な
く
、
文
人
と
し
て
厳
し
く
も
緩
や



か
な
交
情
を
繰
り
広
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
な
か
、

山
中
人
饒
舌

で

書
画
は
小
道
、
何
ぞ
道
ふ
に
足
ら
ん
や

と
宣
言
し
た
竹
田
の
感
覚
が
重
要

だ
。
こ
う
し
た
感
覚
が
、
混
沌
詩
社
や
木
村
蒹
葭
堂
の
サ
ロ
ン
以
降
、
懐
徳
堂
を

筆
頭
に
、
心
学
や
国
学
の
講
社
や
私
塾
な
ど
官
立
で
は
な
い
市
民
自
立
の
学
問
体

系
の
中
で
熟
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
経
緯
に
お
い
て
、
大
阪
人
特
有
の
書
画
に

対
す
る
意
識
が
成
立
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
の
意
味
で
、
竹
田
が
唱
え
た

摂
派
に
は
、
緩
や
か
な
文
人
社
会
の
気
配
が
感
じ
ら
れ
る
と
と
も
に
画
壇
や
詩
壇

の
枠
を
越
え
た
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

近
代
大
阪
に
お
け
る
美
術
育
成
の
系
譜

前
記
の
よ
う
な
歴
史
的
背
景
の
な
か
で
、
明
治
に
な
っ
て
大
阪
の
美
術
界
は
新

た
な
時
代
を
迎
え
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
東
京
に
お
け
る
工
部
美
術
学
校
の
創

設
（
明
治
九
年
）
と
京
都
に
設
立
（
明
治
十
三
年
）
さ
れ
た
京
都
画
学
校
に
触
発

さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
一
連
の
動
き
を
時
系
列
に
ま
と
め
る

（

）
と
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。

明
治
十
七
年

浪
華
画
学
校
（
数
年
で
閉
校
）
・
守
住
貫
魚
（
大
和
絵
）
・

狩
野
永
祥
（
狩
野
派
）
・
上
田
公
冲
・
森
関
山
（
写
生

派
）
・
水
原
梅
屋
、
森
琴
石
（
支
那
画
）
・
助
教
庭
山
耕
園

明
治
三
十
六
年

第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
（
天
王
寺
公
園
）
日
本
画
四
百
点

以
上
陳
列

明
治
三
十
七
年

浪
華
青
年
画
会
結
成
（
平
野
晃
岳
・
久
保
井
翠
桐
）

明
治
三
十
九
年

大
阪
絵
画
春
秋
会
結
成
（
挿
絵
画
家
団
体
）
尾
竹
越
堂

北
野
恒
富
・
金
森
観
陽
・
岩
本
一
成

以
上
発
起
人

赤
松

麟
作

広
瀬
勝
平

参
加

明
治
四
十
三
年

巽
画
会
大
阪
支
部
（
北
野
恒
富
・
岡
本
大
更
・
山
口
瑤
華
・

船
川
華
州
・
野
田
九
浦
等
）

大
正
元
年

大
正
美
術
会
結
成
（
北
野
恒
富
・
野
田
九
浦
・
菅
楯
彦

上
島
鳳
山
・
水
田
竹
圃
他
上
記
巽
画
会
大
阪
支
部
参
集
）

こ
の
こ
ろ

土
筆
会
結
成
（
上
記
に
大
正
美
術
会
に
漏
れ
た

形
の
四
条
派
系
の
中
川
蘆
月
・
中
川
和
堂
・
植
中
直
斎
・
船

川
華
州
等
）

大
正
四
年

大
阪
美
術
展
（
大
展
）
大
阪
に
置
け
る
文
展
を
意
識
。

恒
富
・
九
浦
・
和
堂
が
企
画
し
三
越
呉
服
店
に
て
開
催
（
以

後
、
大
阪
に
お
け
る
重
要
な
公
募
展
と
し
て
毎
年
開
催
）

大
正
七
年

大
阪
茶
話
会
（
恒
富
・
艸
平
・
橋
村
・
竹
圃
・
成
園
等
）
画

家
、
批
評
家
、
鑑
賞
家

大
正
十
一
年

大
阪
美
術
協
会
設
立
発
表
（
絵
画
・
彫
刻
・
工
芸
）

ま
ず
、
明
治
十
七
年
の
浪
華
画
学
校
は
東
京
、
京
都
の
動
き
に
遅
れ
ま
い
と
急

場
で
起
ち
上
げ
た
感
が
否
め
な
い
。
教
授
連
も
大
和
絵
、
狩
野
派
、
写
生
派
、
支

那
画
と
各
派
を
網
羅
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
東
京
、
京
都
の
よ
う
に
官
立
で
は

な
い
と
こ
ろ
が
大
阪
の
特
徴
と
言
っ
て
い
い
だ
ろ
う
。
た
だ
、
先
述
し
た
よ
う
に

書
画
に
対
し
て
特
有
の
感
覚
を
持
っ
て
い
た
大
阪
人
に
と
っ
て
、
画
家
（
画
工
）

の
養
成
機
関
と
し
て
の
学
校
は
受
入
れ
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
わ
ず
か
数
年
で
閉
校
に
な
っ
た
画
学
校
は
、
大
阪
画
壇
の
そ
の
後
を
象
徴
す

大阪における書画の特質



る
か
の
よ
う
だ
。

一
方
で
、
第
二
の
転
機
と
な
る
筈
だ
っ
た
の
が
明
治
三
十
六
年
に
大
阪
で
開
催

さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
で
あ
る
。
日
本
画
部
門
入
選
作
は
東
京
の
一
四

四
点
、
京
都
の
一
一
二
点
に
つ
い
で
大
阪
は
五
二
点
（

）
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
阪
で

開
催
さ
れ
な
が
ら
東
京
や
京
都
の
半
数
以
下
の
入
選
者
し
か
出
せ
な
か
っ
た
と
こ

ろ
に
当
時
の
大
阪
画
壇
の
実
力
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
明
治
四
十
年
二
月
三
日
の

大
阪
毎
日
新
聞

に

大
阪
の
絵
画
界
は
、
博
覧
会
の
閉
場
と
共
に
、
寂
然
と

し
て
声
無
く
な
り
、
何
の
会
某
の
会
と
称
し
た
る
も
の
は
孰
れ
も
幽
霊
の
如
く
消

え
失
せ
た
り
。

と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
象
徴
さ
れ
よ
う
。

た
だ
注
目
す
べ
き
は
、
博
覧
会
後
の
明
治
三
十
七
年
、
大
阪
で
編
輯
さ
れ
た

三
府
神
戸
南
北
畫
家
及
美
術
家
大
鑑

図
版
（

）
に
は
、
名
誉
金
賞
筆
頭
と
し
て

田
能
村
直
入
（
百
点
）
や
森
琴
石
（
九
十
九
点
）
の
名
が
挙
が
っ
て
お
り
、
い
ま

だ
江
戸
期
以
来
の
大
坂
文
人
趣
味
が
根
強
く
残
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ

と
だ
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
（
明
治
）
二
十
年
代
の
日
本
画
の
復
古
的
革
新
運
動

の
中
に
お
け
る
南
画
衰
退
の
風
潮
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
で
は
依
然
南
画
が
人

気
を
博
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
が
大
阪
絵
画
会
の
後
進
性
の
原
因
と
も

な
っ
て
い
た
。（

）
と
す
る
見
解
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
画
壇
の
低
迷
や
後
進
性
が

指
摘
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
果
し
て
そ
う
だ
ろ
う
か
。
東
京
や
京
都
の
新
た
な
美
術

運
動
に
対
し
て
は
後
進
と
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
阪
独
自
の
書
画
に
対
す

る
認
識
を
解
明
し
た
上
で
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

浪
華
摘
英

に
見
る
大
阪
の
画
界

こ
こ
に
大
正
四
年
に

大
阪
で
出
版
さ
れ
た
人

名
録
が
あ
る
。
す
な
わ

ち

浪
華
摘
英
（

）
で
、

そ
の
序
に

安
政
三
年

浪
華

芳
譜
の
著
あ
り

し
よ
り
後
絶
え
て
著
あ

る
を
聞
か
ず
此
に
於
い

て
詩
文
書
画
和
歌
俳
句

篆
刻
中
よ
り
六
十
名
を

抜
き
以
て
浪
華
摘
英
と

名
く

と
あ
る
。
当
時

の
大
阪
で
活
躍
す
る
文

化
人
六
十
名
を
選
出
し

た
も
の
だ
が
、
詩
文
俳

諧
和
歌
の
三
十
名
に
対
し
て

画
家
だ
け
で
半
数
の
三
十
名
掲
載
し
て
い
る
と
こ

ろ
か
ら
も
画
人
伝
の
色
合
い
が
濃
い
。
大
正
初
年
代
、
大
阪
で
活
躍
し
て
い
た
画

家
を
概
観
す
る
上
で
も
貴
重
な
資
料
と
思
わ
れ
る
の
で
、
煩
を
厭
わ
ず
紹
介
し
た

い
。﹇
同
誌
掲
載
に
従
い
姓
名
、（
師
匠
）、
生
年
、
住
所
の
順
に
紹
介
﹈

石
井
金
陵
（
井
上
金
峨
・
岡
本
秋
暉
）
天
保
十
三
年

南
区
天
王
寺
北
山
町

石
尾
松
泉
（
忍
頂
寺
静
村
・
森
琴
石
・
田
結
荘
千
里
）
安
政
六
年

北
区
東
梅 三府神戸南北畫家及美術家大鑑 部分（図版 ）



田
町

萩
尾
九
皐
（
幸
野
楳
嶺
）
文
久
元
年

大
阪
絵
画
会

東
区
伏
見
町

庭
山
耕
園
（
上
田
耕
冲
）
明
治
二
年

浪
華
画
学
校
教
授

大
阪
絵
画
会

東

区
北
浜

西
川
桃
嶺
（
幸
野
楳
嶺
・
神
山
鳳
陽
）
慶
應
元
年

東
区
十
二
軒
町

大
橋
香

陵
女
史
（
石
井
金
陵
・
藤
澤
南
岳
・
近
藤
南
州
）
明
治
二
十
年

東
区
座
摩
神
社
南
隣

若
林
松
渓
（
森
川
曾
文
・
鈴
木
松
年
）
安
政
六
年

西
区
北
堀
江

渡
邊
小
琴
女
史
（
河
邊
青
蘭
女
史
）
明
治
二
十
二
年

堂
島
高
等
女
学
校
卒

東
区
南
渡
邊
町

河
邊
青
蘭
女
史
（
橋
本
青
江
・
寺
西
易
堂
・
村
田
海
石
・
妻
鹿
友
樵
）
明
治
元

年

南
区
千
年
町

川
本
月
香
（
藤
田
台
石
）
明
治
二
十
年

西
区
立
売
堀
南
通

中
川
蘆
月
（
木
下
蘆
洲
）
安
政
六
年

天
王
寺
常
磐
通

永
松
春
洋
（
十
市
汪
洋
・
木
下
橘

・
田
能
村
直
入
）
嘉
永
二
年

北
区
中
之

島

中
川
和
堂
（
長
谷
川
玉
峰
・
深
田
直
城
・
田
能
村
直
入
）
明
治
十
三
年

天
王

寺
区
常
磐
通

上
島
鳳
山
（
木
村
貫
山
・
渡
邊
祥
益
）
明
治
八
年

東
区
京
橋

野
田
九
浦
（
寺
崎
廣
業
・
東
京
美
術
学
校
）
明
治
十
二
年

大
阪
朝
日
新
聞
社

北
区
太
融
寺

山
田
秋
坪
（
姫
島
竹
外
）
明
治
九
年

東
区
高
麗
橋

矢
野
橋
村
（
永
松
春
洋
）
明
治
二
十
三
年

東
区
伏
見
町

深
田
直
城
（
加
島
菱
洲
・
森
川
曾
文
）
文
久
元
年

京
都
府
立
画
学
校
出
仕

天
王
寺
松
ヶ
鼻
町

江
中
無
牛
（
平
野
五
岳
・
東
京
美
術
学
校
第
一
期
中
途
退
学
）
明
治
元
年

北

区
新
川
崎
町

櫻
井
雲
洞
（
内
海
吉
堂
・
田
能
村
直
入
・
藤
澤
南
岳
）
明
治
八
年

東
区
東
高

津
南
之
町

北
野
恒
富
（
稲
野
年
恒
）
明
治
十
三
年
大
阪
美
術
協
会

南
区
南
綿
屋
町

湯
川
松
堂
（
三
谷
貞
廣
・
鈴
木
松
年
）
明
治
元
年

南
区
天
王
寺
上
之
宮
町

水
田
竹
圃
（
姫
島
竹
外
）
明
治
十
六
年
大
正
美
術
会
員

東
区
博
労
町

三
好
藍
石
（
山
田
梅
村
・
児
島
竹
處
・
木
下
逸
雲
）
天
保
九
年
東
区
和
泉
町

島
成
園
女
史
（
島
一
翠
・
北
野
恒
富
）
明
治
二
十
六
年

南
区
清
水
町

姫
島
竹
外
（
梶
原
彌
平
太
・
村
田
東
圃
・
石
丸
春
牛
）
天
保
十
一
年

北
区
中

之
島

平
井
直
水
（
深
田
直
城
）
万
延
元
年

北
区
本
庄
横
道
町

森

琴
石
（
鼎
金
城
・
忍
頂
寺
静
村
・
妻
鹿
友
樵
・
高
橋
由
一
）
天
保
十
四
年

日
本
南
画
会

浪
華
画
学
校
設
立

北
区
高
垣
町

菅

楯
彦
（
菅
盛
南
・
鎌
垣
春
岡
・
山
本
梅
崖
）
明
治
十
一
年

雅
亮
会

東

区
上
本
町

鈴
木
淡
園
（
宇
都
宮
龍
山
・
亀
山
東
逵
・
岸
竹
堂
）
明
治
九
年

北
区
曽
根
崎

大
正
初
期
の
大
阪
画
壇
を
概
観
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
う
が
、
ほ
ぼ
半
数
が
南

大阪における書画の特質



画
家
で
あ
る
こ
と
が
先
述
の
指
摘
を
裏
付
る
も
の
と
言
え
よ
う
。
た
だ
野
田
九

浦
、
矢
野
橋
村
、
深
田
直
城
、
北
野
恒
富
、
森
琴
石
、
菅
楯
彦
な
ど
馴
染
の
名
前

は
あ
る
も
の
の
、
半
数
は
今
日
忘
れ
ら
れ
た
存
在
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
中

に
、
近
世
大
坂
の
気
分
を
受
け
継
ぎ
、
結
果
と
し
て
近
代
（
大
阪
）
画
壇
と
は
一

歩
距
離
を
置
い
た
画
業
を
展
開
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
画
家
と
し
て
菅
楯
彦
が
い

る
。
こ
こ
で
は
象
徴
的
な
存
在
と
し
て
菅
楯
彦
を
取
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
大
阪

に
お
け
る
画
家
の
特
質
を
考
え
て
み
た
い
。

菅
楯
彦
と
大
阪
の
画
界

先
述
の

浪
華
摘
英

に

菅
楯
彦
先
生

の
記
事
が
あ
る
。
大
正
四
年
当
時

の
楯
彦
略
歴
で
は
あ
る
が
、
本
人
へ
の
取
材
を
元
と
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
参
考

と
す
べ
き
点
が
多
い
。
晩
年
に
到
る
経
歴
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
に
全
文
を

紹
介
し
た
い
。

先
生
は
明
治
十
一
年
正
月
十
六
日
を
以
て
鳥
取
市
惣
門
内
に
生
る
。
幼
名
は

藤
太
郎
其
年
二
十
四
歳
に
至
る
迄
静
湖
と
號
し
後
楯
彦
と
改
む
。
亡
大
治
郎

の
長
男
な
り
。
母
を
つ
ね
と
い
ふ
六
十
九
歳
今
尚
ほ
健
な
り
。
祖
父
蟠
龍
久

留
米
に
生
る
淡
窓
門
下
十
二
才
子
の
一
人
た
り
。
又
医
を
学
び
後
鳥
取
に
来

り
て
藩
儒
と
な
り
医
を
兼
ぬ
。
同
藩
医
学
寮
の
講
師
た
り
き
。
大
治
郎
は
其

二
男
に
し
て
盛
南
と
号
す
。
夙
に
画
道
に
志
し
上
洛
し
て
四
条
派
塩
川
文
麟

に
師
事
し
後
岸
派
を
折
衷
し
て
一
家
を
成
し
鳥
取
に
帰
り
画
を
以
て
世
に
立

ち
た
り
き
。
先
生
の
生
る
る
や
其
翌
日
家
を
提
げ
て
姫
路
に
来
り
職
を
官
途

に
奉
ず
。
後
赤
穂
に
移
り
明
治
十
五
年
更
に
転
じ
て
大
阪
に
来
る
。
盛
南
名

利
に
淡
く
又
酒
を
好
み
て
産
を
治
め
ず
幾
も
な
く
し
て
中
風
症
に
罹
り
臥
褥

多
年
終
に
歿
す
。
時
に
明
治
三
十
年
な
り
き
。
先
生
家
道
窮
乏
の
間
に
人
と

成
り
備
に
世
路
の
辛
酸
を
嘗
め
描
法
を
父
に
学
び
し
も
其
没
後
復
師
を
求
め

ず
、
傍
ら
国
学
を
鎌
垣
春
岡
に
漢
学
を
山
本
梅
崖
に
学
び
研
鑽
倦
む
こ
と
な

く
遂
に
歴
史
風
俗
画
の
一
派
を
拓
き
て
自
ら
一
家
を
成
す
に
至
る
。
其
画
風

は
大
和
絵
と
称
し
て
独
特
の
風
格
を
具
へ
頗
る
精
を
極
む
。
由
来
大
阪
の
知

た
る
歴
史
風
俗
の
研
究
に
資
す
べ
き
参
考
品
に
乏
し
く
苦
心
惨
憺
名
状
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
多
か
り
し
と
、
同
三
十
三
年
大
阪
地
方
幼
年
学
校
の
嘱
託
を

受
け
数
年
間
同
校
附
と
な
り
し
こ
と
あ
り
。
歴
史
研
究
の
外
に
雅
楽
を
好
む

こ
と
甚
し
く
、
天
王
寺
の
雅
亮
会
に
入
り
て
舞
楽
を
研
究
し
毎
年
同
寺
に
於

て
行
は
る
ゝ
精
霊
会
の
本
奏
に
加
は
る
こ
と
あ
り
。
資
性
温
厚
篤
実
、
母
に

事
へ
て
孝
に
又
朋
友
に
交
る
に
友
誼
を
重
ん
ず
。
未
だ
好
配
な
し
（
東
区
上

本
町
八
丁
目
微
笑
院
）

順
風
満
帆
な
画
業
と
は
言
い
難
い
が
、
だ
か
ら
こ
そ
独
学
で
築
き
上
げ
た
楯
彦

の
世
界
で
あ
っ
た
と
も
言
え
よ
う
。
具
体
的
に
は

菅
楯
彦
年
譜

図
版
（

）
を
参

照
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
頻
繁
に
大
阪
市
中
の
転
宅
を
繰
り
返
し
、
漢
学
や
有

職
故
実
の
勉
学
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
素
読
や
文
献
解
釈
な
ど
大
阪
町
人
の
基
礎
教

養
と
も
い
え
る
漢
学
は
山
本
梅
崖
に
学
ん
で
い
る
。
一
方
で
、
風
俗
歴
史
画
を
題

材
と
す
る
楯
彦
の
画
面
構
成
は
国
学
の
師
、
鎌
垣
春
岡
か
ら
の
影
響
が
大
き
い
と

言
え
よ
う
。
ま
た
、
春
岡
か
ら
は

万
葉
集

か
ら
引
用
し
た
と
言
わ
れ
る

国

を
守
る
男
子

と
い
う
意
味
で
楯
彦
の
画
号
も
受
け
て
い
る
（
明
治
三
十
五

年
）。
楯
彦
と
な
っ
て
以
降
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
暮
ら
し
向
き
は
決
し



て
余
裕
の
あ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
は
楯
彦
に
限
っ
た
事
で
は
な

く
、
当
時
の
大
阪
に
お
け
る
日
本
画
家
全
般
の
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
楯
彦
の
回

想
（

）
か
ら
も
伺
え
る
。

明
治
の
中
頃
日
清
戦
争
頃
よ
り
我
覚
え
て
居
る
あ
ら
ま
し
よ
り
此
頃
は
大
阪

画
壇
と
い
ふ
も
の
は
ま
だ
皆
目
あ
り
ま
せ
な
ん
だ
。
画
人
第
一
の
仕
事
と
す

る
掛
物
を
描
い
て
家
格
を
落
と
さ
ず
ち
ゃ
ん
と
静
々
し
て
居
る
の
は
守
住
貫

魚
と
西
山
完
瑛
位
南
宋
で
は
行
徳
玉
江
と
で
も
申
し
ま
し
ょ
う
。
其
他
は
如

何
な
る
人
で
も
襖
や
屏
風
の
仕
入
物
、
橘
通
、
丼
池
、
御
祓
筋
の
建
具
屋
、

表
具
屋
の
仕
事
さ
な
く
ば
貿
易
異
人
行
き
の
扇
子
、
屏
風
、
傘
、
簾
、
こ
れ

が
中
々
盛
ん
な
も
の
で
三
十
年
位
ま
で
は
続
き
ま
し
た
。
無
論
、
子
供
な
が

ら
ど
れ
も
こ
れ
も
や
ら
ん
物
無
し
と
は
あ
ま
り
品
の
よ
い
話
で
も
無
し
。

（
中
略
）
当
時
画
工
の
風
知
る
べ
き
耳
、
其
他
少
数
の
版
下
か
き
新
聞
絵
や

引
札
の
下
絵
等
を
書
く
芳
峰
貞
広
国
松
一
寸
前
で
芳
梅
芳
滝
過
日
身
ま
か
り

し
九
十
何
翁
貞
信
等
本
画
と
其
間
を
か
く
み
ど
り
絵
師
と
い
う
て
松
川
半

山
、
三
島
文
顯
等
其
頃
掛
地
を
画
く
人
を
本
画
師
と
い
う
て
居
ま
し
た
、
随

分
と
さ
み
し
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。

楯
彦
に
よ
れ
ば
、
明
治
中
期
に
は
大
阪
に
画
壇
は
存
在
せ
ず
、
大
和
絵
師
守
住

貫
魚
（
も
り
ず
み
つ
ら
な
一
八

九

一
八
九
二
）
や
大
阪
四
条
派
の
大
家
西
山

完
瑛
（
一
八
三
四

一
九

五
）、
南
宋
画
家
鼎
金
城
門
下
の
行
徳
玉
江
（
生
没

年
未
詳
）
ぐ
ら
い
が
本
画
（
掛
軸
）
を
描
く
、
い
わ
ゆ
る
画
家
と
呼
ば
れ
る
人
た

ち
で
あ
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
楯
彦
を
含
む
作
家
た
ち
の
多
く
は
、
画
家
と
い

う
よ
り
も
画
工
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
と
言
え
よ
う
。
後
世
、
大
阪
を
代
表
す

る
画
家
と
な
っ
た
北
野
恒
富
で
さ
え
、
当
時
、
版
下
や
新
聞
絵
、
ポ
ス
タ
ー
原
画

な
ど
で
暮
ら
し
を
立
て
て
い
た
の
で
あ
る
。

東
京
で
明
治
九
年
に
工
部
美
術
学
校
が
創
設
さ
れ
、
京
都
で
は
明
治
十
三
年
に

京
都
画
学
校
が
設
立
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
で
は
明
治
三

年
ぐ
ら
い

ま
で
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
画
界
に
動
き
が
出
た
の

は
明
治
三
六
年
に
実
施
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
の
前
後
（

）

か
ら
で
あ
ろ

う
。

明
治
三
十
二
三
年
頃
よ
り
直
城
、
蘆
月
、
最
も
盛
ん
に
し
て
若
い
者
は
此
二

人
門
な
ら
ざ
る
は
無
く
、
其
他
の
者
は
他
国
人
の
如
き
扱
い
を
し
て
い
ま
し

た
。
又
都
に
師
匠
取
り
を
し
て
本
山
参
り
を
す
る
輩
も
沢
山
あ
り
ま
し
た
。

多
く
は
松
年
芳
文
と
い
う
と
こ
ろ
、
因
に
云
う
其
画
会
の
発
会
に
は
必
ず
相

当
な
料
理
屋
に
入
会
者
を
会
し
、
席
上
揮
毫
が
あ
り
ま
し
て
其
席
上
に
は
筋

の
立
っ
た
人
で
無
い
と
中
々
呼
ん
で
く
れ
ま
せ
ん
。
其
時
分
は
雅
会
と
申
し

て
長
袖
の
会
合
と
い
う
の
で
手
伝
手
迄
が
紋
付
を
着
て
席
上
に
来
る
、
老
画

人
の
中
に
は
五
十
銭
位
水
引
を
か
け
て
御
祝
に
と
持
っ
て
来
る
も
あ
り
、
明

治
以
前
の
風
が
残
っ
て
あ
っ
て
丁
寧
で
あ
り
ま
し
た
。

と
あ
る
よ
う
に

浪
華
摘
英

で
も
紹
介
さ
れ
た
深
田
直
城
や
中
川
蘆
月
が
精

力
的
に
画
塾
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
ま
た
、
直
近
の
京
都
画
壇
を
拠

り
所
と
す
べ
く
、
鈴
木
松
年
（
一
八
四
八

一
九
一
八
）
と
菊
池
芳
文
（
一
八
六

二

一
九
一
八
）
の
両
大
家
を
本
山
と
す
る
画
壇
形
成
も
見
ら
れ
た
よ
う
だ
。
因

に
楯
彦
は
い
ず
れ
の
組
織
に
も
属
さ
ず
、
ま
さ
し
く

他
国
人

扱
い
を
受
け
て

い
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
当
時
の
画
会
に
つ
い
て
、
一
流
料
亭
で
の
発
会
や
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席
上
揮
毫
に
伴
う
限
ら
れ
た
階
層
と
の
繋
が
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
点
は
興
味
深

い
。
い
わ
ゆ
る
画
家
と
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
の
支
援
者
の
関
係
が
東
京
・
京
都
に
比

し
て
、
大
阪
で
は
ご
く
日
常
的
に
形
成
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
前
近
代
的

な
画
家
と
支
援
者
の
在
り
方
が
濃
厚
に
残
っ
た
地
、
大
阪
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
結
果

と
し
て
東
京
・
京
都
的
な
画
壇
形
成
を
妨
げ
た
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

楯
彦
は
こ
の
時
期
、
本
職
で
あ
る
画
道
の
師
匠
に
は
あ
え
て
付
か
ず
、
国
文
学

者
的
な
気
分
に
浸
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
な
か
で
も
国
学
は
旧
紀
州
藩
士
鎌
垣
春
岡

（
一
八
三
三

一
九

九
）
に
つ
い
て
最
も
研
鑽
を
積
ん
だ
。
鎌
垣
は
本
居
内
遠

に
国
典
を
、
加
納
諸
平
に
歌
道
を
、
有
職
故
実
を
勧
修
寺
・
滋
野
井
両
家
に
学
ん

だ
国
学
者
で
、
皇
学
精
神
が
強
く
、
幕
末
の
志
士
、
伴
林
光
平
や
藤
本
鉄
石
と
も

交
流
が
あ
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
剣
術
馬
術
な
ど
武
道
に
も
秀
で
た
と
い
う
。

（

日
本
人
名
大
事
典

平
凡
社
）
一
方
で
、
菅
家
の
家
学
と
も
言
え
る
漢
学
に

も
力
を
入
れ
た
。
山
本
梅
崖
（
憲
）
の
梅
清
處
塾
に
て
研
鑽
に
努
め
た
。
山
本
家

は
代
々
徂
徠
学
を
家
学
と
し
て
い
た
が
、
若
き
日
、
大
阪
新
報
や
中
国
日
々
新
聞

な
ど
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
舞
台
で
活
躍
す
る
な
か
で
、
自
由
民
権
運
動
に
も
参
画

す
る
な
ど
経
世
家
と
し
て
の
側
面
も
有
す
る
漢
学
者
で
あ
っ
た
。（

日
本
人
名
大

事
典

平
凡
社
）
剣
・
馬
・
銃
の
武
道
に
通
じ
た
人
で
あ
っ
た
こ
と
も
鎌
垣
に
共

通
す
る
と
こ
ろ
だ
。
質
実
剛
健
に
し
て
文
武
両
道
に
秀
で
た
二
人
の
恩
師
か
ら
受

け
た
教
育
た
る
や
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
。
楯
彦
が
後
世
忘
れ
る
こ
と
の
無

か
っ
た
山
本
塾
の
塾
則
（
抜
粋
・
註

）
に
そ
の
神
髄
が
垣
間
見
え
る
。

国
家
の
二
字
忘
れ
被
申
間
敷
事

逆
境
に
處
し
得
る
覚
悟
あ
る
べ
き
事

独
立
独
行
操
持
堅
固
を
期
し
可
被
申
事

阿
世
徇
俗
之
所
業
あ
る
間
敷
事

廉
恥
を
重
じ
可
被
申
事

財
利
を
賤
み
可
被
申
事

国
家
の
二
字
の
前
で
は
書
画
は
所
詮
、
小
道
。
そ
の
書
画
を
生
業
と
す
る
か
ら

に
は
財
利
を
離
れ
、
徒
党
を
組
ま
ず
独
立
独
行
を
堅
固
す
る
。
よ
っ
て
廉
恥
の
心

向
き
を
大
事
に
日
々
を
過
ご
す
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
ま
さ
し
く
、
楯
彦
の

人
生
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
。
本
人
が
述
懐
で

然
し
彼
も
あ
ん
な
先
生
に
つ
か

な
ん
だ
ら
一
寸
位
出
世
し
て
い
る
か
も
し
れ
ん

（

）

と
人
か
ら
も
言
わ
れ
た
よ
う

に
、
明
治
三

年
前
後
の
楯
彦
は
画
道
一
辺
倒
で
は
な
く
、
愛
国
の
精
神
に
燃

え
、
絵
描
き
の
暮
ら
し
自
体
か
ら
も
逃
げ
出
し
た
か
っ
た
時
期
で
も
あ
っ
た
よ
う

だ
。
後
世
、
浪
速
の
町
絵
師
を
自
任
し
た
楯
彦
だ
が

幼
少
よ
り
貧
窮
の
裡
に
人

と
な
り
、
衆
生
の
思
と
云
い
た
い
が
粗
末
に
こ
そ
せ
ら
れ
、
大
阪
の
人
に
可
愛

が
っ
て
も
ろ
う
た
事
絶
て
無
く
こ
ち
ら
こ
そ
相
当
に
尽
し
て
来
ま
し
た

（

）
と
意
外

な
記
憶
も
吐
露
し
て
い
る
。

若
き
国
学
徒
楯
彦
に
と
っ
て
近
代
化
の
波
に
飲
み
込
ま
れ
そ
う
な
大
阪
の
情
景

や
、
西
洋
化
し
て
い
く
体
制
は
容
認
し
難
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
年
譜
の
明
治

三
十
四
年
に
奉
職
し
た
大
阪
陸
軍
地
方
幼
年
学
校
も

時
め
け
る
所
か
ら
や
っ
て

来
よ
る
洋
服
着
た
江
戸
語
の
奴
目
等
ど
れ
も
こ
れ
も
西
洋
ず
き
、
我
国
の
事
を
二

言
目
に
あ
て
つ
け
に
恥
し
め
る
、
我
等
を
未
開
蒙
昧
の
徒
と
な
し
、
議
論
を
す
れ

ば
負
け
る
現
今
上
下
悉
く
こ
の
通
り
、
世
は
如
何
に
成
行
く
に
や

（

）
と
い
う
よ
う

に
、
国
を
思
う
に
一
途
な
側
面
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
楯
彦
は
あ
る
時
期
を
境
に



浪
速
の
町
絵
師
と
し
て
大
阪
情
緒
を
体
現
す
る
画
家
に
変
貌
を
遂
げ
て
い
く
こ
と

と
な
る
。

富
田
屋
八
千
代
と
の
出
会
い
と
そ
の
後

大
正
四
年
段
階
（

浪
華
摘
英

）
で
は
、
好
配
（
よ
き
つ
れ
あ
い
）
な
し
と
紹

介
さ
れ
る
が
、

年
後
に
は
彼
の
画
業
に
影
響
を
も
た
ら
す
伴
侶
を
得
た
。
す
な

わ
ち
名
妓
富
田
屋
八
千
代
（
遠
藤
美
記
子
）
図
版

（

）
で
あ
る
。
二
人
の
結
婚
は
大

正
期
の
大
阪
で
一
大
ロ
マ
ン
ス
と
し
て
語
り
継
が
れ
た
も
の
だ
。
大
阪
宗
右
衛
門

町
の
富
田
屋
八
千
代
と
言
え
ば
、
東
京
赤
坂
の
萬
龍
と
と
も
に
東
西
の
代
表
的
な

名
妓
と
し
て
絶
大
な
人
気
を
誇
っ
た
。
日
露
戦
役
の
折
に
発
売
さ
れ
た
絵
ハ
ガ
キ

の
ス
タ
ー
と
し
て
大
阪
で
知
ら
ぬ
も
の
は
な
く
、
八
千
代
に
比
し
て
名
が
知
れ
て

い
る
と
は
言
え
な
い
菅
楯
彦
と
の
結
婚
（
大
正
六
年
）
は
世
紀
の
大
事
件
と
し
て

各
紙
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

二
人
の
出
会
い
は
富
田
屋
の
主
人
が
芸
妓
に
絵
を
習
わ
せ
よ
う
と
楯
彦
を
呼
ん

だ
（
毎
日
新
聞

大
阪
百
年

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
五
日
）
の
が
馴
初
め
ら

し
い
。
そ
の
う
ち
八
千
代
の
想
い
が
つ
の
り
、
知
人
の
龍
村
平
蔵
（
染
織
家
）
等

を
介
し
て
二
人
は
結
婚
し
た
。

め
し
た
き
の
う
ま
い
女
は
な
ん
ぼ
で
も
い
る
。

わ
て
が
ほ
し
い
の
は
生
涯
ほ
ん
と
う
に
語
り
合
え
る
女
房

（

大
阪
百
年

前

掲
）
だ
と
す
る
楯
彦
に
付
い
て
有
職
故
実
、
書
画
、
和
歌
を
学
ぶ
美
記
子
の
姿
が

あ
っ
た
。
夫
婦
と
い
う
よ
り
は
師
匠
と
弟
子
の
よ
う
な
関
係
で
、
二
人
し
て
、
史

跡
散
策
・
図
版

（

）
に
出
向
た
り
、
古
典
籍
や
書
画
に
研
鑽
す
る
な
ど
夢
の
よ
う
な

結
婚
生
活
を
送
っ
た
。

し
か
し
、
大
正
十
三
年
、
夫
人
の
早
す
ぎ
る
死
（
三
十
八
歳
）
に
よ
り
、
そ
の

暮
ら
し
に
終
止
符
が
打
た
れ
た
。
楯
彦
の
落
胆
は
深
く
、
し
ば
ら
く
は
妻
と
の
思

い
出
に
日
々
を
過
ご
し
た
が
、
い
よ
い
よ
画
業
と
古
典
研
究
に
専
念
し
、
後
世
、

楯
彦
流
と
い
わ
れ
る
線
描
に
到
達
す
る
契
機
と
も
な
っ
た
。
漢
学
や
国
学
の
研
究

に
邁
進
し
、
時
に
舞
楽
に
親
し
ん
だ
楯
彦
は
か
な
り
ス
ト
イ
ッ
ク
な
青
年
と
言
え

た
が
、
花
柳
界
き
っ
て
の
名
妓
と
の
暮
ら
し
の
中
で
、
は
ん
な
り
と
し
た
大
阪
情

緒
を
実
感
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ま
で
描
い
て
い
た
歴
史
的
風
俗

画
・
図
版

（

）

か
ら
情
感
に
満
ち
た
浪
速
風
俗
・
図
版
（

）

を
好
ん
で
描
く
よ
う
に

な
っ
て
い
く
。

妻
の
没
後
は
、
ま
す
ま
す
浪
速
大
阪
へ
の
追
慕
の
感
が
強
く
な
り

浪
速
御

民

（
な
に
わ
み
た
み
）
を
標
榜
す
る
な
ど
楯
彦
な
ら
で
は
の
独
自
な
ス
タ
イ
ル

を
確
立
し
た
。
大
正
十
二
年
に
は
、
市
川
猿
之
助
の
斡
旋
に
よ
り
東
京
日
本
橋
三

大阪における書画の特質
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越
に
て

菅
楯
彦
個
展

を
開
催
し
た
ほ
か
、
昭
和
三
年

に
は
パ
リ
、
同
五
年
に
は
ベ
ル
リ
ン
で
の
日
本
美
術
展
に

出
品
し
て
い
る
。
昭
和
十
年
に
は
代
表
作
、
明
治
神
宮
聖

徳
記
念
絵
画
館
の
壁
画

皇
后
冊
立

を
制
作
し
た
。
昭

和
二
十
六
年
、
日
展
（
第

回
）
に
委
嘱
さ
れ
出
品
し
た

山
市
朝
雨

が
官
展
初
出
品
で
あ
り
、
以
後
、
日
展
に

委
嘱
出
品
を
重
ね
た
。

永
年
の
業
績
に
よ
り
、
昭
和
三
十
三
年
、
日
本
画
家
と

し
て
は
初
め
て
の
日
本
芸
術
院
恩
賜
賞
（
第

回
）
を
受

賞
す
る
。
そ
し
て
、
昭
和
三
十
七
年
大
阪
名
誉
市
民
と
な

る
が
、
翌
、
三
十
八
年
大
阪
市
で
逝
去
。
享
年
八
十
五
歳

で
あ
っ
た
。

楯
彦
の
画
業
は
青
年
期
苦
学
の
頃
、
近
世
（
大
坂
）
以

来
の
国
学
儒
学
の
伝
統
を
ふ
ま
え
た
自
己
研
鑽
か
ら
出
発

し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
生
活
全
般
に
、
あ
る
い
は
画
題

に
対
し
て
も
復
古
的
な
部
分
が
強
く
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的

な
組
織
や
人
的
繋
が
り
に
は
一
歩
距
離
を
置
い
た
暮
ら
し

ぶ
り
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
ん
な
彼
を
は
ん
な
り
と

し
た
浪
速
風
俗
に
目
を
向
け
さ
せ
た
の
が
、
富
田
屋
八
千

代
（
遠
藤
美
記
子
）
と
の
出
会
い
と
別
れ
で
は
な
か
っ
た

か
。
彼
女
に
先
立
た
れ
て
以
降
、
楯
彦
の
画
業
が
浪
速
の

風
俗
画
に
大
き
く
傾
斜
し
て
い
っ
た
こ
と
に
如
実
に
現
れ

有朋帖 個人蔵（図版 ）

魍魎横行 個人蔵（図版 ）
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て
い
る
。
苦
学
の
な
か
で
身
に
付
け
た
楯
彦
の
基
礎
学
問
が
、
何
者
の
影
響
も
受

け
な
い
楯
彦
流
の
画
法
と
合
間
っ
て
独
自
の
楯
彦
の
世
界
・
図
版

（

）
を
形
成
し
た

の
で
あ
っ
た
。

白
木
の
神
殿

菅
楯
彦

菅
楯
彦
を
よ
く
知
る
人
の
評
価
は
、
ほ
ぼ
同
じ
傾
向
を
持
つ
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
そ
の
立
居
振
舞
い
と
恬
淡
と
し
た
暮
ら
し
ぶ
り
に
つ
い
て

で
あ
る
。

桜
男
行
状

平
凡
社
（
昭
和
四
十
二
年
）
の
中
で
笹
部
新
太
郎
は

こ
の
人
の
和
服
姿
は
比
べ
る
者
の
な
い
ま
で
に
美
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
彫
り

の
深
い
顔
に
日
本
人
と
し
て
は
背
丈
も
高
く
、
歩
く
姿
は
常
人
ば
な
れ
し
て
ま
っ

す
ぐ
に
運
ぶ
足
も
佳
く
、
端
然
と
座
っ
て
は
、
ど
ん
な
に
長
い
時
間
に
も
居
ず
ま

い
を
く
ず
し
た
先
生
な
ど
見
た
者
は
お
そ
ら
く
誰
も
あ
る
ま
い
。

と
評
し
た
。

洋
画
家
で
付
合
い
の
深
か
っ
た
鍋
井
克
之
は

そ
の
人
格
的
な
形
容
か
ら

白

木
の
神
殿

と
称
賛
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
（
略
）
吉
右
衛
門
的

風
姿
の
清
潔
さ
か
ら
も
来
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。（
略
）
自
ら
町
絵
師
と
名
乗
り

な
が
ら
、
菅
さ
ん
は
、
酒
席
か
ら
酒
席
へ
と
、
お
と
も
を
ひ
き
つ
れ
て
、
宗
右
衛

門
町
を
転
々
と
す
る
の
が
好
き
で
あ
っ
た
。
そ
の
物
質
に
心
を
留
め
な
い
生
活
振

り
は
、
ま
る
で
歌
舞
伎
劇
の
士
（
さ
む
ら
い
）
ど
も
が
、
座
を
か
え
て
一
献
飲
も

う
、
と
金
銭
に
こ
だ
わ
り
の
な
い
様
子
を
見
せ
る
の
と
、
何
か
通
ず
る
よ
う
な
感

じ

（
朝
日
新
聞

折
り
折
り
の
人

か
ら
の
抜
粋
・
昭
和
四
十
二
年
二
月

十
三
日
）
が
し
た
と
い
う
。

ま
た
、

聞
書
抄

や

細
雪

の
挿
絵
、
装
丁
を
頼
ん
だ
谷
崎
潤
一
郎
は
楯

彦
没
後
の
追
悼
記
事
に

楯
彦
さ
ん
は
ま
れ
に
見
る
美
男
子
で
し
た
。
実
に
い
い

男
で
し
た
。
そ
れ
も
顔
だ
け
で
な
く
、
姿
も
た
い
へ
ん
美
し
か
っ
た
。（
略
）
私

の
作
品
で
楯
彦
さ
ん
に
挿
し
絵
を
か
い
て
い
た
だ
い
た
の
は

聞
書
抄

そ
の
他

で
す
が

細
雪

の
初
版
の
装
丁
も
楯
彦
さ
ん
に
お
ね
が
い
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

戦
時
中
、
楯
彦
さ
ん
が
鳥
取
県
の
倉
吉
に
疎
開
さ
れ
、
同
じ
く
私
も
岡
山
の
勝
山

に
疎
開
し
て
い
た
こ
ろ
の
こ
と
で
す
。（
略
）
画
人
と
し
て
の
楯
彦
さ
ん
は
東
の

清
方
さ
ん
と
並
ぶ
べ
き
人
で
す
。
横
山
大
観
さ
ん
も
た
い
へ
ん
楯
彦
さ
ん
を
尊
敬

し
て
い
ま
し
た
。
な
に
よ
り
も
楯
彦
さ
ん
ほ
ど
、
大
阪
を
愛
し
て
い
た
人
を
私
は

知
り
ま
せ
ん
。
大
阪
を
代
表
す
る
第
一
の
人
で
し
た
。
し
か
も
あ
の
世
俗
に
超
然

た
る
清
廉
さ
。
寸
ご
う
も
名
利
を
か
え
り
み
な
い
恬
淡
た
る
風
格
は
、
今
日
、
東

西
を
通
じ
て
も
ち
ょ
っ
と
見
当
た
り
ま
す
ま
い
。
（
毎
日
新
聞
昭
和
三
十
八
年
九

月
五
日
談
）
と
感
慨
を
寄
せ
て
い
る
。

菅
楯
彦
と
大
阪
画
壇
の
評
価
に
つ
い
て

大
阪
を
代
表
す
る
画
家
と
な
っ
た
楯
彦
だ
が
、
少
年
期
に
不
遇
だ
っ
た
た
め
に

貧
乏
人
が
好
き
だ
す

と
言
っ
て
憚
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
義
理
買
い
を
遠
慮

し
た
り
、
気
に
入
っ
た
人
に
作
品
を
進
呈
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
で
、
結
果

と
し
て
絵
の
値
段
が
あ
ま
り
高
く
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
点
に
関
し
て
、
鍋
井
は

商
都
の
大
阪
に
い
て
、
か
え
っ
て
武
士
の
商
法

の
よ
う
な
や
り
損
じ
を
し
た
と
こ
ろ
に
、
鳥
取
生
れ
で
も
、
大
阪
育
ち
ら
し
い
面

目
が
あ
っ
た

（
朝
日
新
聞

折
り
折
り
の
人

前
掲
）
と
見
解
を
述
べ
て

い
る
。
こ
れ
に
も
う
一
つ
付
加
え
る
な
ら
、
人
を
蹴
落
と
し
て
で
も
と
い
う
展
覧



会
主
義
に
粛
然
と
背
を
向
け
て
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
楯
彦
自
身
も

塔
影

（
昭
和
十
一
年
三
月
号
）
に

画
家
は
展
覧
会
場
裡
に
鎬
を
け
づ
っ
て
名
声
を
争

ふ
と
云
ふ
や
う
な
事
を
せ
ず
に
、
出
来
る
な
ら
閑
朴
の
う
ち
に
、
悠
々
と
生
活
し

た
い
と
思
っ
て
ゐ
る

と
記
し
た
よ
う
に
浪
速
の
町
絵
師
を
自
任
し
て
い
た
節
が

あ
る
。

大
阪
に
は
、
伝
統
的
に
余
裕
の
無
さ
（
大
変
さ
を
他
者
に
も
共
有
さ
せ
る
か
の

如
き
そ
ぶ
り
）
や
権
威
を
根
本
的
に
嫌
う
精
神
が
あ
る
。
市
民
に
は
、
本
来
、
何

者
に
も
左
右
さ
れ
な
い
自
負
心
が
あ
る
が
、
一
見
愚
者
に
も
見
え
ん
と
す
る
柔
ら

か
い
挙
措
言
動
に
包
ま
れ
て
、
大
阪
人
の
持
つ
廉
恥
の
心
向
き
が
理
解
さ
れ
難
い

の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
士
族
の
序
列
が
官
僚
の
そ
れ
に
変
わ
っ
た
東
京
や
、
職

人
の
統
制
が
官
立
系
美
術
学
校
の
そ
れ
に
変
わ
っ
た
京
都
に
比
し
て
、
自
主
独
立

の
気
分
を
有
す
る
大
阪
町
人
に
と
っ
て
、
組
織
と
し
て
動
く
画
壇
は
到
底
受
入
れ

難
い
存
在
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

一
方
で
美
術
史
の
世
界
で
は
、
公
募
展
へ
の
出
品
に
よ
る
美
術
批
評
や
、
そ
れ

ら
を
蓄
積
網
羅
し
た
展
覧
会
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
批
評
も
さ
れ
ず
、
従
っ
て
組
織

や
団
体
と
無
縁
な
作
品
と
人
は
、
ま
す
ま
す
研
究
の
対
象
か
ら
外
れ
て
い
く
こ
と

に
な
る
。
浪
速
風
俗
を
描
き
最
も
大
阪
ら
し
い
画
人
の
菅
楯
彦
が
今
日
、
美
術
界

か
ら
も
市
民
か
ら
も
忘
れ
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
巷
に
溶
け
込
み
、
暮
ら
し

の
中
で
作
品
を
制
作
し
続
け
た
楯
彦
の
評
価
は
宗
右
衛
門
町
の
風
俗
や
市
中
の
祭

礼
行
事
、
大
阪
の
味
、
に
お
い
、
遊
び
な
ど
様
々
な
キ
ー
ワ
ー
ド
を
通
し
て
再
構

築
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
来
の
東
京
・
京
都
を
基
準
と
し
た
美
術
史
的
な
解
釈

で
は
な
い
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
重
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
楯
彦

大阪における書画の特質

の
真
の
評
価
が
定
ま
っ
た
時
、
大
阪
画
壇
（
そ
の
名
称
に
つ
い
て
も
再
考
す
べ
き

か
も
知
れ
な
い
が
）
研
究
の
新
た
な
側
面
が
開
か
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
本

稿
で
は
、
そ
の
方
向
性
の
一
端
を
確
認
し
た
に
す
ぎ
ず
、
楯
彦
の
絵
画
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
に
筆
を
進
め
得
な
か
っ
た
。
時
期
に
よ
る
画
題
の
変
化
と
そ
の
実
例
、
引

い
て
は
社
会
的
背
景
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
て
発
表
し
た
い
。

註（

）
芦
屋
市
立
美
術
博
物
館
で
は
平
成
十
八
年
に

大
坂
慕
情

な
に
わ
四
条
派
の

系
譜

、
同
十
九
年
に
は

浪
華
風
俗
を
描
く

菅
楯
彦
の
世
界

を
順
次
開

催
し
て
き
た
。
ま
た
、

大
坂
画
壇

海
外
で
脚
光
（
毎
日
新
聞
平
成
十
八
年
十
二

月
十
八
日
夕
刊
記
事
）
な
ど
を
発
表
し
た
他
、
今
年
度
は

近
世
大
坂
文
人
画
の

世
界

（
仮
称
）
と
題
し
て
木
村
蒹
葭
堂
と
そ
の
周
辺
の
人
々
の
顕
彰
に
務
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

（

）
坪
井
屋
（
木
村
）
吉
右
衛
門
、
蒹
葭
堂
は
そ
の
号
で
あ
る
。
水
田
紀
久

水
の

中
央
に
あ
り

木
村
蒹
葭
堂
研
究

岩
波
書
店
（
二

二
）
・

木
村
蒹
葭

堂

な
に
わ
知
の
巨
人

大
阪
歴
史
博
物
館
編

思
文
閣
出
版
（
二

三
）

（

）
癸
酉
（
文
化
十
年

一
八
一
二
）
の
年
、
竹
田
三
七
歳
の
時
に
脱
稿
し
た
も
の

で
、
出
版
さ
れ
た
の
は
没
後
の
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）。
竹
田
の
実
見
を
基
と
し

た
南
画
概
論
と
も
言
え
る
も
の
。
日
本
古
典
文
学
大
系

近
世
随
想
集

岩
波
書

店
（
昭
和
四

年
）
に
所
収
。

（

）
皆
川
淇
園
、
池
大
雅
、
与
謝
蕪
村
な
ど
の
漢
画
系
を
指
し
、

円
山
四
条
派
で
は

な
い
。

（

）
木
村
蒹
葭
堂
、
十
時
梅
崖
、
岡
田
米
山
人
、
同
半
江
な
ど
、
い
ず
れ
も
生
業
は

別
に
あ
っ
た
面
々
。

（

）
谷
文
晁
や
渡
辺
崋
山
な
ど
。



（

）
沈
南
蘋
に
教
え
を
受
け
た
熊
代
熊
斐
を
筆
頭
に
、
宋
紫
石
、
僧
鶴
亭
、
武
部
凌

岱
な
ど
。

（

）
田
中
豊

美
術
界
の
動
向

（

新
修
大
阪
市
史
第
六
巻

昭
和
六
年
）
参
照
。

（

）
前
掲
（

）

（

）
佐
々
木
吉
太
郎
（
晩
香
）
編
輯
。
三
十
点
以
上
百
点
以
下
の
評
点
に
よ
り
名
誉

金
章
、
銀
章
、
一
等
、
二
等
賞
銅
印
、
四
等
賞
石
印
、
五
等
賞
褒
状
の
序
列
が
あ

る
。
三
府
神
戸
と
銘
打
ち
な
が
ら
、
出
版
元
が
大
阪
ゆ
え
身
贔
屓
か
ら
か
大
阪
画

人
の
紹
介
に
偏
っ
て
い
る
。

（

）
前
掲
（

）

（

）
浪
華
摘
英
編
纂
事
務
所

三
島
竹
堂
（
聰
惠
）

大
正
四
年
八
月
二
十
五
日
発

行

（
個
人
蔵
）

安
政
三
年
刊
の

浪
華

芳
譜

上
下
二
冊
に
倣
い
見
開
き

の
左
頁
に
作
品
を
掲
載
し
、
次
頁
に
作
家
顔
写
真
と
履
歴
住
所
を
記
す
。

（

）
倉
吉
博
物
館

浪
速
の
雅
人

菅
楯
彦

図
録
を
も
と
に
作
成
。

（

）
菅
楯
彦

我
が
越
し
方
の
事
よ
り
二
師
一
友
を
憶
ふ

（

美
術
と
趣
味

昭
和

年

月
号
）

（

）
前
掲
（

）

（

）
前
掲
（

）

（

）
前
掲
（

）

（

）
前
掲
（

）

（

）
前
掲
（

）

大
正
九
年
、
岡
田
駒
太
郎
（
厳
彦
）
の
依
頼
に
よ
り
楯
彦
が
描
い
た
画
帖
。
難
波

神
社
を
経
て
枚
岡
神
社
の
禰
宜
と
な
っ
た
岡
田
駒
太
郎
と
楯
彦
夫
婦
の
交
情
が
描

か
れ
て
い
る
。
楯
彦
と
美
記
子
が
結
婚
し
て

年
、
食
事
を
運
び
、
枚
岡
神
社
を
散

策
し
、
引
っ
越
し
の
荷
造
り
を
健
気
に
こ
な
す
美
記
子
が
い
る
。

（

）
本
姓
、
遠
藤
美
記
子
。
大
阪
を
代
表
す
る
名
妓
。
本
絵
は
が
き
は
若
か
り
し
富

田
屋
時
代
の
プ
ロ
マ
イ
ド
。
個
人
蔵

（

）

有
朋
帖

（
紙
本
墨
書
淡
彩
・

・
大
正
九
年
・
個
人
蔵
）

（

）

魍
魎
横
行

（
紙
本
金
泥
着
色
・

・
個
人
蔵
）

魍
魎
が
横
画
面
い
っ
ぱ
い
に
横
行
す
る
迫
力
あ
る
作
品
で
あ
る
。
魍
魎
と
は
山
川

や
木
石
の
精
霊
と
さ
れ
る
が
、
人
を
化
か
し
外
見
は
鬼
を
想
起
さ
せ
る
と
も
い

う
。
も
と
も
と
は
絵
巻
の
一
部
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
楯
彦
初
期
の
作

品
。

（

）

浪
速
堀
江
市
之
側
之
図

（
絹
本
着
彩
・

・
個
人
蔵
）

家
族
で

大
阪
に
出
て
き
た
楯
彦
は
五
歳
か
ら
約
十
五
年
ほ
ど
堀
江
（
南
堀
江
）
で
暮
ら
し

て
い
る
。
堀
江
は
長
堀
川
と
西
横
堀
川
、
木
津
川
と
道
頓
堀
に
囲
ま
れ
た
地
域
で

材
木
商
や
野
菜
市
場
な
ど
商
業
地
と
し
て
も
有
名
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
木
村
蒹
葭

堂
の
在
所
で
あ
り
町
人
文
化
の
花
開
い
た
場
所
で
も
あ
る
。

楯
彦
が
暮
ら
し
た
明
治
末
年
、
関
西
電
力
の
前
身
で
あ
る
大
阪
電
燈
が
道
頓
堀

岸
に
発
電
所
を
建
設
し
、
鉄
道
も
至
便
で
多
く
の
市
民
が
住
み
、
茶
屋
や
劇
場
、

寄
席
な
ど
で
栄
え
た
と
い
う
。
本
作
は
幼
い
頃
に
暮
ら
し
た
堀
江
の
賑
わ
い
を
郷

愁
込
め
て
描
い
た
も
の
で
、
楯
彦
自
ら
の
心
象
を
映
し
出
し
た
傑
作
で
あ
ろ
う
。

（

）

毘
盧
遮
那
御
手

（
絹
本
着
彩
・

・
個
人
蔵
）

大
仏
の
手
と
膝
だ
け
を
、
し
か
も
側
面
か
ら
描
い
た
作
品
が
他
に
あ
る
だ
ろ
う

か
。
大
仏
開
眼
法
要
を
描
い
た
も
の
だ
が
構
図
の
面
白
さ
が
際
立
っ
て
い
る
。
大

和
絵
の
描
法
に
自
由
闊
達
な
空
間
構
成
を
配
し
た
本
作
は
楯
彦
の
独
自
な
世
界
を

映
し
て
余
す
所
が
無
い
。

蓮
華
法
蔵
荘
厳
世
間
祇
園
重
閣
開
演
勝
義
十
重
法
身
周

邊
法
界
不
可
思
議
盧
遮
那
仏
能
利
乃
裳
度
波
那
佐
伎
迩
多
利
計
希
与
理
波
保
度
介

乃
美
乃
梨
佐
加
江
太
万
波
舞
是
國

大
佛
供
養
荘
厳
一
端
也


